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大串  龍一

表1．河北潟干拓地の環境タイプとそこで採集したネズミ類

干拓地の中央に出来た大きな施設「ゆうきの里」　2001年

河北潟干拓地のネズミは、
　いまどうなっているのか

ハタネズミ ハツカネズミ アカネズミ ドブネズミ ジネズミ

堤防とアカシア林 4 11 1 1

湖岸のススキ・ヨシ草原 7 3 3

マツ防風林 2 3 32 1 14

耕作放棄地 3

ムギ・ダイズ畑 2

合計 2 14 51 5 15
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　私は1976年から河北潟干拓地でネズミやモグラ

類（まとめてネズミ類とする）を中心として動物

とその生態を調べてきた。

　私が調査している30年余りの間に干拓地の景観

も動物も大きく変わった。最初の頃の疎らに草が

生えた広い湿原は、成長したマツの防風林帯に囲

まれたムギ畑・ダイズ畑や牧草地となり、牛舎や

ビニールハウスが建ち並んで、40年前の景色はも

う古い写真と私たちの記憶の中に残っているだけ

である。

　干拓地の環境と農業は、その景色や生物相とと

もにこれからも変わってゆくだろう。ここでネズ

ミ類と農業の関係などを中心に、これからの問題

をまとめておこう。

 2003・2004年の資料から、主な環境タイプとそ

こで捕獲したネズミ類をまとめると表 1のように

なる。

　畑や牧草地になる前の干拓地は、ハタネズミと

ハツカネズミを主とした草原のネズミの世界だっ

た。1977～79年には一時的にドブネズミが大発生

したこともある。

　それが大きく変わってきたのはアカネズミの定

着と増加である。

　アカネズミは内灘砂丘の防風林などには以前か

ら住んでいたが、干拓地には1990年頃まではほと

んどいなかった。それが1990年代から急激に増加

した。この時期には干拓地の周りと幹線道路沿い

に植えられたマツの防風林が成長して立派なマツ

林になり、森のネズミにて適した環境になったの

である。捕獲数を見てもハタネズミやハツカネズ

ミは減っているのにアカネズミの数は目立って増

えて、2003年にはネズミ類全体の75％、2004年に

は90％をアカネズミが占めるようになった。調査

法による若干の誤差を考慮しても河北潟干拓地の

ネズミが1970～80年代のハタネズミ・ハツカネズ

ミ主体からアカネズミ主体に変わったことは確か

である。

　この干拓地のネズミの種の変化によって、河北

潟の農業のネズミ対策は新しい時期に入った。
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 9月7日（土）朝7時、私の住む戸室山の裾野は今

日も雨。今夏の猛暑の後は、実に雨が多く、その

日も豪雨・雷・がけ崩れ。「こんな天気でも稲刈

りはやるのかなぁ、でも河北潟のあたりは晴れて

いるかも？！」などと考えを巡らせる。河北潟湖

沼研究所発行の2013年9月のカレンダーには｢見よ

う見まねでも、皆でやれば何とかなるよ」と、は

ぜかけ（稲架）の写真。このカレンダーはトイレ

に掛けてあり、常に無言の圧力がある。去年から

始めたという手植え、手脱穀など興味は十分あ

る。福島の仮設住宅の皆さんの笑顔も浮かぶ。

 「やっぱり行こう!!!」　万全の準備をして、い

ざ出陣。バンちゃんが送ってくれた地図をたより

に運転するが、8号線を下りたら、案の定水田地帯

は広く、何の目印もない。いつものごとく高橋 久

さんに電話をして道を訊く。1本道を間違えて逆戻

りしたりとやっとの思いで目的地付近まで辿り着

いた。「あ、あそこだ！」、はるか向こうに4～5

台の車が停められ、その脇で参加者たちが手を

振っている。案の定ここには雨が降っていない。

 稲刈り用鎌を借りて、前にいる人の「見よう見ま

ね」で稲刈りをする。10株ごとに束ねるという

が、手植えのためか、1株の太さがまるで違う。10

株が15株ぐらいになることもあるし、時々数え忘

れる。「まぁ、束ねる人が調整するだろう」と勝

手に解釈しながら仕事を進める。実際には調節さ

れることはなく、太いものや細いもの、そのまま

掛けられていったのだが。雨後のため、稲は倒れ

て刈りにくいし、土は軟らかいし水も溜まってい

る上に、隙間にはひえや雑草も生えている。西川

さんから、ひえは来年また出てきてしまうので、

根から抜いておかないとダメとの指示がでた。私

は中腰になり一株一刀のもとに、元気よく刈り始

めた。鎌は新しくよく切れ、気持ちいいように

刈った稲の山が増えていく。周りの人に負けては

いない。一度に3株を一握りしても刃がいった。

ところが、30分もすると一株一刀とはいかなくな

り、2～3回で1株を刈る。一握り1株ずつと刈る速

度も勢いも落ちてきた。中腰からしゃがみ込むよ

うになり、お尻も濡れてきた。時々腰を伸ばし背

伸びをする。見ると西川大先輩も休んでいる。他

の人は山になった稲を紐でくくっている。なるほ

ど、刈り取り作業のみでなく、他の作業を間に入

れるといいのだと気付いた。バンちゃんは写真を

撮ってまわりながら、やっと「休憩しましょう」

の声をかけてくれた。

 はぜかけが出来るくらい稲が刈られたあと、田ん

ぼの中に鉄骨と竹（能登から運んだ立派な真竹）

が運び込まれ、組み立て作業が始まった。ぐらつ

かないように足で脚立をおさえ、大型の木槌の受

け渡し作業が私の仕事。ここでは自分の仕事と出

番は自分で作るのだ。誰も命令・指図しない。や

る気満々の素人参加者たちは、唯一の専門家であ

る西川さんの指導に従い黙々と作業をする。鉄骨

を埋める深さ、幅の取り方、風の力で埋まって行

く分も考慮して、横にも一本入れる。バンちゃん

が机上で計算した設計図とは少し違うらしかった

が。頻繁に器材を運搬し出入りをするので、田ん

ぼの中は小豆のあんこを煮詰めているような状態

になってきた。脚立もめり込み倒れ掛かるので

しっかりと両側で支える。下ばかり見ていると

ポールや竹が曲がっており、傾いてくるので、西

川先輩の遠くからの指示が大切だ。

泥んこ・ずぶぬれ・稲刈り奮闘記
田崎和江
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　ロハスフェスタへの出店など、これまでに行ったこと
がない活動を始めています。都会の方々との交流を通
じて、河北潟湖沼研究所と河北潟の将来に何か新しい
可能性が見出されることを願って活動しています。（T.）

河北潟自然再生まつり20132013
　今年で4回目を

迎えた河北潟自然

再生まつりの開催

当日の10月2 0日

は、冷たい雨が

降っていました。

それでも約200名の方にご参加いただき、たい

へん有意義で楽しいイベントとなりました。

　残念ながら芝生広場への出足は、雨のためと

くに悪かったのですが、新しい2チームからの

出展があり、ホタルのクイズと自然のものを

使ったクラフトといったとても良い企画でし

た。きっと来年も企画を用意していただけるも

のと思います。

　雨の中でも、こなん水辺公園救援隊のメン

バーがヨシ舟の企画を実施し、多くの方に試乗

していただきました。セイタカアワダチソウの

草木染めは昨年にも増して好評でした。室内の

イベントとして、ポスター展示と昔の河北潟の

日常風景のジオラマは、じっくりと見ていただ

くことができました。

　野菜の販売コーナーは、出展者が増え好評で

した。

近江八幡市議会からの視察
　10月1日には、滋賀県近江八幡市議会の方々

10名が、河北潟に視察に訪れました。河北潟湖

沼研究所が視察の受け入れ団体となって、ビオ

トープやこなん水辺公園、干拓地などを回りま

した。また、河北潟沿岸土地改良区、河北潟干

拓土地改良区には視察の説明をお手伝いいただ

きました。

　市議会の方々は、河北潟での観光振興や自然

環境保全の取り組

みについて、大変

興味を持たれ皆さ

ん熱心に質問され

ていました。

七豊米を販売
　河北潟地域の野生生物と生態系の保全と、持

続可能な農業のためのブランドづくりのため

に、手植え、手刈り、稲架干しなど、7つのこ

だわりつくった協働作業の米を「七豊米」と名

付け、作業参加者のご了解をいただき、試験的

に販売しています(6ページ参照)。今年度の販

売実績をつくり、来年度の米づくりに参加いた

だける農家を募っていく予定です。

編集後記
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「七豊米」と「すずめ野菜」inロハスフェスタ
　昨年から河北潟の南の小さな田んぼで、殺虫剤も除草

剤も使わない農薬不使用のお米を作っていますが、今年

はこのお米を「七豊米」と名付け、販売を始めました。

そしてチクゴスズメノヒエを利用した「すずめ野菜」、

こちらももちろん農薬を使わず栽培し、お米とともに直

売所やネットショップで販売しています。

　この七豊米とすずめ野菜を持って9月28日、29日と東京

都練馬区光が丘公園でおこなわれたロハスフェスタに参

加してきました。環境に配慮したスタイルのイベント

で、販売するものも環境に配慮して生産したものや手作

りの品などが求められます。その一画に出展し、農薬不

使用の取り組みや河北潟についての展示とともに、七豊

米とすずめ野菜を販売してきました。

　買ってくださった方は、特に「農薬不使用」を喜ば

れ、環境に配慮した栽培方法について評価してくださる

方も多く、取り組みについて「頑張ってください！」と

応援してくださる方もいらっしゃいました。味について

も、イベント一日目に買った野菜がとてもおいしかった

と、二日目も続けて買いに来てくださった方もおり、い

ろいろな嬉しい声を直接聞くことができました。こうし

てイベント終了前には米も野菜も完売しました。
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　とても味わいがあるしっかりした米と評判が

高く、なかなか味わ

うことができない完

全手作りの幻のお米

をいちど試してみま

せんか。ネットショッ

プ「 河 北 潟 湖 沼 研

究所のお米屋さん」

（http://kahokuga

ta.cart.fc2.com/）にて購入できます。

福島に

お米と果物を持っていきました
　福島県南相馬市の仮設住宅団地で避難生活を

続けている方々との交流も3年目となっていま

す。この秋も河北潟干拓地の果物と仮設住宅の

方々らの要望が高かった米を持っていきまし

た。既に、福島県内でも米の生産や果物の出荷

が始まっており、本来これらは福島県を代表す

る農産物で、放射能の検査も行われ安全性も確

認されております。しかし、福島に残っておら

れる方々は、普段食べるものに対してたいへん

敏感になっており、まだ県内産を食べるのは避

けたいという方が多くおられます。また、これ

まで稲作農家だった方は、親戚や遠く離れてい

る家族に自分の作った米を送ってきた習慣があ

り、購入してでも自分から安全な米を送り届け

たいと思っている方も多くいらっしゃいます。

そのような要望があり、河北潟の野菜を届ける

活動にあわせて、米を運ぶことにいたしまし

た。福島はまだまだ先が見えない状況が続いて

います。私たち活動も物を運ぶことから心を運

ぶことにシフトしつつ、できる限り継続したい

と思っています。みなさまのご支援をお願いい

たします。


